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アジア高山域における近年の不均一な氷河変動の要因
Attribution of inhomogeneous glacial fluctuation in High-Mountain Asia
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近年海水準を上昇させる要因として、温暖化による山岳氷河縮小の影響が危惧されており、特にアジア高山域
に分布する氷河は、将来人口増加が見込まれる中国やインドの給水塔としての役割があるため、その変動に注
目が集まっている。このためアジア高山域の氷河はここ数年でICESatなどの衛星による氷河の変動が研究され
てきた。特に明らかになったのは、氷河縮小の激しい横断山脈、ヒマラヤ南面とは対照的に、カラコラムや崑
崙山脈の氷河は質量がほとんど変化していないということであった。 
氷河変動は、気温と降水量の変動という外的要因のみではなく、氷河自身の持つ気候変動に対する応答という
大きく分けて二つの要因からなる。アジアの氷河変動が地域毎に異なる原因として、これまで外的要因からの
研究が主であり、カラコラムでは夏気温が下がっていることや、冬期降水量が増加していることが報告されて
きた。また氷河の気候変動に対する応答に関しても行われてきたが、地域が限定的であった。そこで本研究で
は客観解析データのの中でも特に精度が高い気温に注目し、外的要因と氷河の応答の両面から解析を行い、近
年の氷河変動の不均一さは、気温上昇が地域毎に異なるという外的要因よりも、氷河自身の持つ気温変動に対
する応答が一様でないことが主な原因であることをつきとめた。
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